
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

令和６年度 第４回分かりやすいじんけんの話 

性的マイノリティの人権 
とっとり県民カレッジ連携講座 

手話通訳 

あり 

申し込み 

不要 

入場 

無料 

 

ほくほく 

ポイント 

対象事業！ 

 木々の紅葉もはじまり、日毎に秋を感じる今日この頃。秋から冬にかけての季節の変わり目

は、体調を崩しやすくなりますので、温かい食事をとり、ゆったりと過ごせるよう心がけたい

ですね。それでは今月号をどうぞ！ 

10 月16 日(水)

活動報告！ 

８月１７日(土)に、大栄小と大栄中の合同人権

学習会を行いました。 

 午前中はみんなで協力しながら餃子作り。野

菜を細かく切ることも皮にタネを包むことも、

ためらいもなくこなしていく子どもたちでした。 

 午後の人権学習では、２つの班に分かれてワ

ークショップをしました。船で新しい島にいくこ 

 ９月１２日(木)に、大栄小の人権学習会で、他の

人権学習会ではどんなことをしているかをテー

マに、琴浦町立赤碕文化センターへ行きました。 

 赤碕の学習会では解放文化祭に向けての練習

真っただ中。３、４年生は曲に合わせて手話をし、

５、６年生は地域の歴史についてのまとめを 

人 権 学 習 会 

とになったみんなは、道中

様々な困難に遭い持ち物を捨

てていかなければなりませ

ん。最後には何が残ったか、

どうしてそれを残したのか。

それぞれ発表し合いました。 

発表するそうです。 

 大栄小の子ども

たちは手話がとて

も気に入ったよう

で、帰りはずっと歌

いながら手話をし

ていました。 

 ※今回の講演は、 
講師お一人です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 火  

2 水  

3 木  

4 金  

5 土  

 6 日 絵本の読み聞かせ会 

7 月 午前休館 

8 火  

9 水  

10 木  

11 金  

12 土 

習字教室 

○児 「お菓子工場スイートランド TAKARA見

学！」 

13 日  

14 月 スポーツの日／休館 

15 火  

16 水 第４回 分かりやすいじんけんの話 

17 木  

18 金 おしゃべりサロン 

19 土  

20 日  

21 月 午前休館 

22 火  

23 水  

24 木  

25 金  

26 土 
習字教室 

○児 「ハロウィン🎃蒸しパンを作ろう！」 

27 日  

28 月 午前休館 

29 火  

30 水  

31 木  
 

※行事の申し込みが終了している場合もあります。 

詳しくは、ほくほくプラザ（３７－４６７６）まで 

 

 

ほくほく
ポイント
対象事業 安全教室と 

おしゃべりサロン 
10 月18 日(金)9：00～11：00 

シルバー・セイフティ・インストラクターから 

交通安全と特殊詐欺について学びましょう！ 

 
どなたでもご参加できます♪ 

 

●子育て応援 

ポイントシール 

●ほくほくポイント 

どちらか選べます 

 

【お願い】ご不要になった子ども服やおもちゃ、ベビー用品があればお譲りください。 

北栄町婦人会による、SDGs の紙芝居と寸劇もあります。

 

すべての人に優しい 

ユニバーサルデザインの推進 
 

文化・言語・国籍や年齢・性別・能力などの違いに関わらず、出来るだけ多くの人が利用できることを目

指した建築・製品・情報などの設計をユニバーサルデザインといいます。 

 身近にあるユニバーサルデザインとしては、ドアを自分で開けることが難しい高齢者や子ども、車椅子

の方などにとってとても便利な自動ドア・歩道や公園の出入り口の段差解消・多機能トイレ・シャンプーの

容器の突起・料金投入口の大きい自動販売機・点字がついたアルコール飲料（カン）・日本でも急速に導

入が進んでいる車いすでも乗りやすいノンステップバス・子どもや外国人にも分かりやすいように人や

物を単純化しマークで表したピクトグラム表示・握力の弱い人でも使いやすいレバー式の水道の蛇口な

ど 1980 年代に提唱されてから一気に増えてきています。 

 カラーユニバーサルデザイン 
 人間の色の感じ方は一様ではなく、遺伝子のタイプや様々な目の疾患によって色の見え方が一般の人

と異なる人が多く存在します。この中でいわゆる色弱者と言われる人は、日本では男性の20人に 1人、

女性の500人に 1人と言われています。こうした多様な色覚を持つ様々な人に配慮して、全ての人に情

報が正確に伝わるように配慮されたデザインをカラーユニバーサルデザインと言います。 
 

分かりやすいじんけんの話 11 月 15 日（金）19：00～「カラーユニバーサルデザインとは」 


